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ウイスキーとの相性抜群
八潮の大久保屋♣

　八潮市鶴ケ曽根の酒販店「大久保屋」が販売する八
潮ブランド認定品「花桃サイダー」（310㍉・㍑、302
円）＝写真＝は、八潮産花桃エキス入りで爽やかな
味わいが特徴の、ほんのり桃色のサイダー。香りも
よく、そのまま飲んでもおいしいが、ウイスキーと
の相性もよく、ハイボールで楽しむ人も多い。
　また、昨年蒸留をスタートした山形県の「月
光川（がっこうがわ）蒸留所」の記念すべき
1stリリース、たる詰め前の蒸留したてのウ
イスキー原酒「月光川ウイスキー NEW POT 
2024 Edition」（200㍉・㍑、4400 円）を特
約店として取り扱っている。同じく、特約店
として販売しているのが、鹿児島県の芋焼酎、

「魔王」と「村尾」（いずれも1.8㍑、3608円）。
この焼酎も希少価値が高く、それぞれ
セットで販売（セット内容で料金は異
なる）している。
　同店の大久保守雅さん（45）は「花
桃の味を楽しんで」と話している。

クッキーやカヌレが人気
越谷のルミエール

　越谷市東大沢に３月オープンした「Lumiere（ルミ
エール）」は、米粉、玄米粉と体に優しい素材で作る
焼き菓子専門店。主力は、クッキー（プレーン、チョ
コ、キャラメルなど300円～）＝写真左・上＝。カヌ
レ（300円）やシフォンケーキ（250円～）＝写真左・
下＝、マフィン（350円）、フィナンシェ（300円～）
なども、開店と同時になくなる人気商品だ。
　オーナーの中野ひかりさん（41）＝写真右＝は、国
際製菓専門学校の菓子製パン科を卒業。３年前に菓
子店を起業した。「嗜好（しこう）品だからこそ、体に
負担をかけずご褒美をあげてほしい」と話す。
　ワンオペで150 ～ 200個を作るため、開店は月に
４日だけ。
　 店 で は、ハ
ーブティーも
扱っているの
で、「ご一緒に」
と中野さんは
話している。

♠

問い合わせ
大久保屋  ☎048・996・8333
八潮市鶴ケ曽根2014 ※駐車場あり
営業時間：午前９時～午後７時
定休日：毎週日曜日

問い合わせ
Lumiere
メール：Lumiere.2021gltenfree@gmail.com
越谷市東大沢５の５の１（２階）※駐車場あり
営業時間：午前10時～午後４時
営業日：毎月第２、４水曜日・日曜日

　読売新聞社は３月23日、本紙の購読料を当分
の間、据え置くと発表しました。２月の全国消費
者物価指数の上昇率がなお高水準で推移してい
ることから、読者の皆さまのご負担を増やすこ
とのないよう決断したものです。読売新聞を引
き続きご愛読くださいますようお願い申し上げ
ます。
　朝夕刊セットの月ぎめ購読料は4400円、朝刊
のみ3980円、朝刊１部売り150円、夕刊１部売
り50円（いずれも消費税込み）です。
　また、読売KODOMO新聞と読売中高生新聞
の購読料も据え置きます。購読料はそれぞれ、月
ぎめ550円と850円、１部売り160円と220円

（同）です。
　読売新聞社は昨年３月、「少なくとも向こう１
年間、購読料を値上げしない」との方針を発表し
ました。新聞業界では、新聞用紙代など原材料費
や印刷・輸送費の大幅上昇を受けて、昨年来、多
くの新聞社が購読料を値上げしましたが、読売
新聞社は新聞の使命を熟慮し、今回の購読料据
え置きを決断しました。
　読売新聞社は、取材に裏付けられた正確で公
正な報道と中庸で責任ある言論を提供するとと
もに、地域に密着して、地域貢献にたゆまず取り
組む販売店と力を合わせ、皆さまの信頼に応え
ていくことをお約束しますとしています。
　どうぞこれからも読売新聞をよろしくお願い
いたします。
� 東武よみうり新聞社

購読料、据え置きます
読売新聞が方針発表


